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はじめに

　かつて石
いしかり

狩低
てい

地
ち

帯
たい

に広がっていた湿
しつげん

原の風景を残すウトナイ湖。数万羽を超える
水鳥が羽を休め、希少な種類を含む様々な草花が湖岸を彩るなど、豊かな自然をた
たえる一方、古くから重要な交通ルートとして利用されるなど、苫小牧の歴史を象
徴する場所でもあります。そのウトナイ湖は 1991 年、国

こくさいじょうやく

際条約である「ラムサー
ル条約」の登録湿地に選ばれました。世界から見ても重要な湿地であることが認め
られたのです。

　それから 30 年、ウトナイ湖の現状はどうなっているのだろうか？そんな疑問か
ら私たちは、過去の文

ぶんけん

献や最新の調査研究などから情報を集め、必要な標
ひょう

本
ほん

は新た
に採集、製作しました。準備を通して感じたのは、生物の情報は 30 年以上前のも
のが中心で現在の情報は少ないこと、水

すいしつ

質汚
お

染
せん

や乾
かんそう

燥化
か

、生物の減少など様々な問
題が明らかになっているなど、その将来は決して明るいものばかりではないことで
した。

　本展では、収集した情報を元に、映像や写真、数々の標本を通して、ウトナイ湖
の自然の基本的なことや抱える問題について展示しました。みなさまがウトナイ湖
の魅力を再発見し、関心を持っていただけたら幸いです。

　最後になりますが、本展を開催するにあたり、多大なご協力をいただいたみなさ
まに厚く御礼申し上げます。

苫小牧市美術博物館
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ラムサール条約登録30年　ウトナイ湖　うつりゆく自然とその未来ラムサール条約登録30年　ウトナイ湖　うつりゆく自然とその未来

１．ラムサール条約とウトナイ湖 ２．ウトナイ湖の成り立ち
■ウトナイ湖とは
　面積約275ha、周囲約9ｋｍ、平均水深は約0.6mの淡

たんすい

水湖
こ

で、苫小牧の中心からは北東に約11㎞の位置に
あります。美

び び

々川
がわ

、オタルマップ川など３つの川が流入し、勇
ゆうふつがわ

払川から太平洋に流出しています。道内でも
開発が最も進んでいる地域のひとつにありながら、原始の自然環境の姿を残す貴重な湖です。ウトナイ湖の
名前は、アイヌ語の「ウッ・ナイ・トー（肋

ろっこつ

骨、川、湖）」が語源となっています。　
　ラムサール条約の登録のほか、1981年に公益財団法人日本野鳥の会が国内初の野鳥のサンクチュアリ（聖
域）を設置し、1982年にウトナイ湖とその周囲（面積510ha）が国指定鳥獣保護区特別保護地区に指定され
ました。さらに2001年にウトナイ湖野生鳥獣保護センターが開設、2006年に東アジア・オーストラリアフ
ライウェイパートナーシップに参加するなど、その自然環境の保護が進められています。

■ラムサール条約とは
　1991年12月、ウトナイ湖は日本で4番目のラムサール条約登
録湿地に登録されました。
　ラムサール条約は正式名称を「特に水鳥の生息地として国
際的に重要な湿地に関する条約」と言い、1971年にイランの
ラムサールで開催された国際会議で採

さいたく

択され、1975年に効力
を発生しています。2021年現在で締

ていやくこく

約国は172ヵ国、登録湿地
は2,435ヵ所を数え、国内の登録地は合計53ヵ所となっていま
す。
　ウトナイ湖が登録された理由は、正式名称にもある通り、水
鳥類の渡り鳥が国境を越えて移動をする時に羽を休めるための
中継地として重要な役割を果たしていること、絶滅のおそれの
ある希少な種類や群れなど、2万羽以上の水鳥の営みを支えて
いることなどが評価されたためです。
　周辺で様々な開発が計画される時代の中、当時の官民が一体
となって条約登録を成し遂げたことは、自然保護の先

せんしん

進地
ち

と評
価されるほど画期的な出来事でした。

■ウトナイ湖の成り立ち
　ウトナイ湖の位置する北海道の中央部
は、日本海側の石

いしかり

狩平
へい

野
や

から太平洋側の勇
ゆう

払
ふつ

平
へい

野
や

まで標高50m以下の低い土地が南北に
連なっており、この地帯を「石

いしかり

狩低
てい

地
ち

帯
たい

」
と呼びます。
　この一帯は約6000年前「縄

じょうもん

文海
かいしん

進」に
よって、現在のウトナイ湖のある場所より
も内陸まで海が深く入り込んでいました。
その後、地球が寒くなるとともに、しだい
に海の後

こうたい

退が始まり、沿
えんがん

岸流
りゅう

（海岸に沿っ
た海流のこと）によって砂

さ す

州や砂
さ

丘
きゅう

が発達
し、ウトナイ湖の南側を閉じて湖になっ
たと考えられています。その間、何度も
樽
たるまえさん

前山の噴火に見舞われ、ウトナイ湖には
その火山灰が何層にも堆

たいせき

積しています。

■ウトナイ湖の湿原
　ウトナイ湖の地面には樽

たるまえさん

前山の火
か

山
ざん

灰
ばい

が
広く見られ、その上に薄い泥

でいたん

炭が積もって
います。泥炭は気温が低く、植物が完全に
分解されなかった土で、積もる速さは1年に
約1～2mmほどです。ウトナイ湖や美

び び

々川
がわ

の
泥炭は厚さ20～40cmほどと薄く、1739年の
樽前山噴火の後、約250年の間にできた比較
的新しい湿原です。
　また、ウトナイ湖と美々川を含む周辺の
平野（勇

ゆう

払
ふつ

平
へい

野
や

）には、かつては広大な湿
原がありましたが、高度経済成長期に大
規模な開発が進められた結果、1953年に
4,897haあった湿原の面積は、1998年までに
約670ha（1953年の14％）まで減少しまし
た。ウトナイ湖や美々川周辺の湿原は、勇
払平野に残された貴重な湿原です。

ウトナイ湖を訪れる
渡り鳥のルート
北海道博物館（2021）「あっちこっ
ち湿地～自然と歴史をめぐる旅～
GUIDE BOOK」掲載の図に加筆

ラムサール条約登録証
所蔵 : 苫小牧市秘書広報課

空から見たウトナイ湖（湖の右上方に新千歳空港が見える）
提供 :（公財）日本野鳥の会

ウトナイ湖展望台からの眺め

ウトナイ湖周辺の地形の成り立ち
池田ほか（1995）「北海道勇払平野の完新統分布と地形発達」地質調査所月報より

勇払地区一帯の湿原地域の変遷
北海道室蘭土木現業所（2007）「美々川自然再生計画書～水環境と地域の共生に向けて～」より

（現  北海道胆振総合振興局 室蘭建設管理部）

シマアオジ

コハクチョウ

オオジシキ

ノゴマ

大地

泥炭

砂～砂礫質堆積物

泥質堆積物
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３．ウトナイ湖とその周辺に生息する動植物■ウトナイ湖と周辺の水域
〇美々川は大昔の姿を残す川

　ウトナイ湖には３河川（美
び

々
び

川
がわ

、オタルマップ川、勇
ゆう

払
ふつ

川
がわ

）が流入していますが、最大の水量を注ぎ込
んでいる川は美々川です。美々川は新千歳空港の北東の丘

きゅうりょう

陵地
ち

から流れ出し、千
ち

歳
とせ

湖
こ

を経て左
ひだり

支
し

川
せん

、美
み

沢
さわ

川
がわ

、ペンケナイ川、パンケナイ川などの川を加え、湿原を形成しながらウトナイ湖に流入しています。
ウトナイ湖の下流で安

あ

平
びら

川
がわ

と合流し、太平洋に注いでいます。古くから開発の進んだ地域にあって、美々
川は大昔の川の景観を持つ道

どうおう

央では数少ない川です。
〇水を保つのは豊富な湧き水

　ウトナイ湖や美々川の周辺では、支
し

笏
こつ

湖
こ

の火山や樽前山の噴火による火山灰が厚く積もっています。火
山灰は水を通しやすいことから、大地に降った雨を地下に浸み込ませ、その水は山の麓

ふもと

から湧き出ていま
す。このため、美々川周辺では左支川の源流で大規模な湧き水が生じており、美々川の水量を保つ要因と
なっています。

〇多様な水環境を守るには
　ウトナイ湖や美々川の豊かな自然は、湧き水をはじめとした地下水、川、湿地、湖沼など多様な水の環
境によって成り立っています。ウトナイ湖の自然環境を守るには、美々川などその周辺環境の利用の仕方
や人間の生活を含めて考える必要があります。

⑴　鳥　類
　ウトナイ湖では現在まで270種を超える鳥

ちょうるい

類が記録されています。これは日本で記録されている鳥類633
種（日本鳥類目録第7版）の約4割にも及び、その大半が渡りをする鳥類です。ウトナイ湖では毎年、ウト
ナイ湖サンクチュアリのレンジャーによって約140種～180種の鳥類が確認されていますが、そのうちの約8
割が渡り鳥です。
　渡り鳥は、南方から来て繁

はんしょく

殖する「夏
なつどり

鳥」、北方から来て越
えっとう

冬する「冬
ふゆどり

鳥」、移動の途中に立ち寄る
「旅

たびどり

鳥」など、渡りのタイプによって分けられます。

　夏鳥にとって渡りをする大きな理由は子育てです。冬、寒さの厳しいウトナイ湖ですが、夏は草木が旺
おうせい

盛に伸
び、それを食べる昆虫も増えて鳥たちの食べる餌は多くなります。また、北海道よりも北の地域で子育てをするマ
ガンやヒシクイのような旅鳥は、カムチャッカ半島などを経由してウトナイ湖に渡り、さらに南下して東北地方な
どで越冬します。ウトナイ湖は多くの渡り鳥たちが行き交う、交差点のような場所なのです。

■ウトナイ湖を代表する希少な鳥
　ウトナイ湖とその周辺には絶

ぜつめつ

滅のおそれのある種を含む多くの鳥類が生息しています。（公財）日本野鳥
の会では、1981年のウトナイ湖サンクチュアリ開設以後、常駐するレンジャーが40年にわたって鳥類の調
査を行い、多くのことが明らかになっています。ここではその調査から分かった希少な鳥類の現状について
紹介します。

マガン  Anser albifrons　カモ目カモ科　（文化庁：国指定天然記念物、環境省：準絶滅危惧、北海道：留意）

　ロシア極
きょく

東
とう

で繁殖し、春と秋の渡りの中継地としてウトナイ湖を通過、冬期は宮城県の伊
い ず

豆沼
ぬま

や石川県の片
か た の

野鴨
かも

池
いけ

などで過ごします。ガン類は古来より国内で見られるごく身近な水鳥でしたが、明治時代に狩猟が解禁され、さ
らに戦後は宅地等の開発により、生息環境が消失したことで激減しました。1971年に国の天然記念物に指定され
て以降、徐々に個体数は増え、近年は20万羽を超えています。

美々川の地下水流域
国土地理院数値地図 25000「札幌」平成 12 年 12 月 1日発行、

「室蘭」平成 14 年 10 月 1日発行に北海道室蘭土木現業所（現北海道胆振総合振興局室蘭建設管理部）が加筆

ノゴマ
（夏鳥）

コヨシキリ
（夏鳥）

オオハクチョウ
（旅鳥）

オオヒシクイ
（旅鳥）

オジロワシ
（冬鳥）

早朝、ウトナイ湖を飛び立つガンの群れ
2020 年 3 月 14 日撮影

国内に飛来するマガンの個体数の変化
提供：（公財）日本野鳥の会

ウトナイ 全国

1983 5433 5602

1984 3912 1880 増えた鳥 ガン類（マガン）（渡り性水鳥）

1985 4998 3214

1986 4000 5740

1987 6327 6318

1988 8000 9844

1989 8900 15357

1990 11060 13959

1991 21000 8632

1992 20000 17657

1993 16000 25676

1994 9000 29961

1995 8000 27952

1996 7000 31740

1997 35000 34390

1998 25000 46566

1999 26000 46471

2000 30000 83525

2001 50000 42238

2002 45000 56740

2003 45000 96426

2004 42700 68363

2005 40000 104416

2006 56650 98976

2007 79110 112780

2008 66580 136616

2009 67000 133490

2010 75600 152948 156224

2011 98000 156224

2012 95500 170171

2013 66000 152412 185,670

2014 107000 163,564 H26

2015 61000 191,015 H27

2016 106000 180,280 H28

2017 53000 179,243 H29

2018 78000 224,149 H30

2019 65000 241,463 R1.2 R2.1月実施

2020 74700 280,316

注）ウトナイ湖のデータは「ガン類」。サンクチュアリの定期カウント調査（3月）によるもの。
注）全国のデータは「マガン」。環境省のガンカモ類生息調査（1月）の結果（http://www.biodic.go.jp/gankamo/gankamo_top.html）によるもの。

2013 152,412 注）ウトナイ湖のデータは「ガン類」。サンクチュアリの定期カウント調査（3月）によるもの。
2014 H26年度 163,564 注）全国のデータは「マガン」。環境省のガンカモ類生息調査（1月）の結果によるもの。
2015 H27年度 191,015

2016 H28年度 180,280

2017 H29年度 179,243

2018 H30年度 224,149

2019 令和元年度R2.1 241,463

2020 令和2年度 280,316
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美々川の源流
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シマアオジ　Emberiza aureola  スズメ目ホオジロ科 （環境省：絶滅危惧ⅠA類・国内希少野生動植物種、北海道：絶滅危惧ⅠA類）

　日本では北海道のみで繁殖し、普通に見られる夏鳥でしたが、1980年代以降、生息数、分
ぶ ん ぷ い き

布域ともに急速に減
少しました。ウトナイ湖でも1990年代から減少し始め、2015年に確認されたのを最後に記録が途絶えています。
2015年以降、日本では道北のサロベツ原

げん

野
や

で、20つがい前後が確認されるのみです。
　減少の要因は、渡りの中継地の中国や越冬地の中国南部、東南アジア等での密

みつりょう

猟と生息環境の悪化と考えられて
います。現在は、（公財）日本野鳥の会がメンバーであるバードライフインターナショナルと協力し、ロシア、モ
ンゴル、中国、韓国、香港など各国の研究者と協力して保全活動に取り組んでいます。

アカモズ　Lanius cristatus　スズメ目モズ科（環境省：絶滅危惧ⅠB類・国内希少野生動植物種、北海道：絶滅危惧ⅠB類）

　北海道から九州の原野、灌
かんぼく

木のある草原などで繁殖し、東南アジア等で越冬する夏鳥です。かつては生息地で普
通に見られましたが、1990年代以降に急激な個体数・分布域の減少が報告され始め、2020年には研究者によって
過去100年で分布域が90％以上減少*したことが報告されました。国内における現在の個体数は332個体と推定*さ
れています。ウトナイ湖周辺では2004年以降、確認されなくなりましたが、勇払原野では毎年2～4つがいを確認し
ています。

*北沢宗大ほか（2020）「絶滅危惧鳥類アカモズの危機的状況を明らかに」北海道大学プレスリリースより

オオジシギ　Gallinago hardwickii　チドリ目シギ科（環境省：準絶滅危惧、北海道：準絶滅危惧）

　北海道の草原では夏鳥として普通に繁殖していますが、国内でも世界的にも分布が限られていて個体数が少な
い鳥です。ウトナイ湖には4月下旬頃渡来し、繁殖します。上空で「ズビャーク、ズビャーク」と大きな声で鳴き
ながら、急降下や急上昇を繰り返す、非常ににぎやかなディスプレイを行います。ウトナイ湖の南にある弁

べんてんぬま

天沼で
は、2001年の標

ひょうしきちょうさ

識調査によって合計400羽以上が確認されており、特に秋の渡りの中継地として集まることが知ら
れています。
　越冬地はオーストラリアなど南半球ですが、（公財）日本野鳥の会による2016年の衛

えいせいついせきちょうさ

星追跡調査では勇
ゆうふつげんや

払原野を
出発後1週間で5,000km以上離れたニューギニア島まで渡ったことが確認されました。また、2020年に道内5地域
で実施した個体数調査の結果、個体数は推

すいてい

定2万羽程度で2018年と比べると約42％も減少していることが判明しま
した。減少の原因は、越冬地であるオーストラリアの異

いじょうきしょう

常気象の影響と考えられています。

チュウヒ　Circus spilonotus　タカ目タカ科

（環境省：絶滅危惧ⅠB類・国内希少野生動植物種、北海道：絶滅危惧ⅠB類）

　主に北日本の草原、湖
こしょう

沼や湿原のヨシ原などで繁殖し、本州中部
以南で越冬します。（公財）日本野鳥の会が2018年から2020年に
行った調査では、国内で繁殖しているつがいは136つがいのみ。勇
払原野では20つがいが繁殖、そのうち6つがい前後はウトナイ湖周
辺で繁殖していると推定され、日本の重要な繁殖地のひとつと考え
られています。
　現在、勇払原野東部では風力発電事業が計画されており、チュウ
ヒの生息環境に影響を及ぼす恐れがあることから、（公財）日本野
鳥の会は事業者や行政に事業の見直しを求めています。

タンチョウ　Grus japonensis　ツル目ツル科

（文化庁：特別天然記念物、環境省：絶滅危惧Ⅱ類、北海道：絶滅危惧Ⅱ類）

　日本では北海道東部を中心に生息し、国内で唯一繁殖する
ツルの仲間です。湿原のヨシ原の中に直径約1mの大きな巣
を造ります。これまで道東に限られていた繁殖地が、近年
徐々に道内各地に拡がってきています。
　2013年以降、ウトナイ湖の南の弁

べんてんぬま

天沼周辺などで継続し
て観察されていましたが、2020年5月26日、ウトナイ湖で
ヒナ1羽を含む3羽の親子が確認されました。今後もウトナ
イ湖やその周辺で繁殖する可能性は高く、北海道西部におけ
る個体数や分布が広がる土台となる場所になっていく可能性
があります。

アカモズ ウトナイ湖におけるアカモズの出現率の変化
提供：（公財）日本野鳥の会

チュウヒ

y = -0.3877x + 15 
R  = 0.5978 
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⑵　植物
　ウトナイ湖とその周辺の植物は約450種類、コケ類などがあわせて約60種類が確認されています。
　湖内にはマコモ、フトイ、コウホネなどの水

すいせい

生植
しょくぶつ

物が繁
はんもう

茂し、イトイバラモやエゾミクリなどの希少種も
見られます。周辺にはヨシやスゲなどで形成される草地やハンノキ林が湖岸に沿うように分布し、その周囲
にはコナラやミズナラの林が広がっています。また、ヨシなどの草地とハンノキ林の間には、ホザキシモツ
ケやエゾリンドウなどの多様な種類の植物が見られる高

こうけいしっせいそうげん

茎湿生草原が分布しています。さらに南東部の砂
さきゅう

丘
には、山

さ ん ち せ い

地性や海
かいがんせい

岸性、高
こうざんせい

山性の植物が共生する特異な景観が見られます。
　ウトナイ湖の植物は、これら様々な特

とくせい

性を持つ自
しぜんしょくせい

然植生がまとまって残されており、きわめて多様性が高
いという特徴があるのです。

〇水生植物
　ウトナイ湖の水

すい

生
せい

植
しょく

物
ぶつ

は、1930年以降約30種類
が確認されています。水深の深い方から浅い方へセ
キショウモ→ヒシ→コウホネ→マコモ→フトイ→ス
ギナモなど多様な群

ぐんらく

落（それぞれがまとまって分布
している様子）が見られ、絶滅危惧種であるイトイ
バラモを始めとした多くの希少種も見つかっていま
す。しかし近年、希少種の分布は縮小し、多様な群
落も大部分がホザキノフサモとセキショウモに置き
換わっており、植

しょくせい

生の単
たんちょうか

調化が心配されています。

〇ヨシ原
　ウトナイ湖の北側の湖

こ が ん

岸付近や美々川では、水
す い い

位
が不安定で大雨のたびに急速な水位の上昇によって
水没するような場所にヨシやスゲの仲間が草原（ヨ
シ原）を作ります。また、湿地の植物であるモウセ
ンゴケやミズゴケも点在しています。ヨシ原は、ノ
ビタキやコヨシキリ、オオジュリンといった草

そうげん

原性
せい

の鳥類の大切な繁殖場所になっています。

〇ハンノキ林
　ウトナイ湖のヨシ原の背後にはズミなどの木と混
生するハンノキの林が広がっています。ハンノキは
平地の湿った場所を好み、湿原の景

けいかん

観を特徴づける
重要な木であり、ウトナイ湖や美々川の湿原でも広
範囲に見られます。
　ハンノキは後述の湿

しっせいそうげん

生草原の分布を制限したり、
根の根

こんりゅう

粒によって固定した窒
ちっ

素
そ

を湿原に供給するこ
とで富

ふ

栄
えいよう

養化
か

をおこしたりなど、湿原の生
せいたいけい

態系に大
きな影響力を及ぼしています。

〇高茎湿生草原
　ウトナイ湖のヨシ原の背後にはハンノキやズミの林が広がっ
ていますが、その背後には高さ１ｍほどの植物の草原が見られ
ます。ヨシ原よりやや乾いた場所に成立する草原で、高

こうけい

茎湿
しつ

生
せい

草
そうげん

原と呼ばれています。
　この草原にはナガボノワレモコウ、ヒオウギアヤメ、エゾリ
ンドウ、ホザキシモツケなどの草花が豊富に生え、湿原全体の
種の多

た

様
よう

性
せい

を高めるとともに「湿原らしい」景観を作っていま
す。

〇コナラ・ミズナラ林
　湖岸から離れると、陸の植物はドングリを付けるミズナラや
コナラが主体となった林に変わります。林の木々にはシラカン
バやミヤマザクラと言った種類も多く混じり、早春にはキタコ
ブシやナニワズが咲き、初夏には多くの森林性の夏鳥が渡って
きます。北岸では乾

かんそう

燥化
か

に伴って、ミズナラ・コナラ林が広が
りつつあることが分かっています。

〇南東部砂丘（苫小牧市自然環境保全地区）
　ウトナイ湖の南東部には、海から湖になる過程で
形成されたと考えられる砂

さきゅう

丘が広がっている場所が
あります。ここにはハナゴケの群

ぐんらく

落が地表を覆う砂
地に、ハマナスやハマハタザオなど海岸に生える植
物と、イワブクロなどの高山性の植物が共存する他
では見られない植物の特徴を持つ場所です。
　近年は森林の樹木が侵入し、イワブクロが見られ
なくなるなど、その環境が変わりつつあると考えら
れています。

ウトナイ湖北岸のヨシ原ヒツジグサ

ズミ

コウホネ

ハンノキの雄花

ハンノキ

ウトナイ湖北岸の高茎湿生草原

散策路沿いのコナラ・ミズナラ林

ウトナイ湖南東部に広がる砂丘

ヒオウギアヤメ

コナラ

ナガボノワレモコウ

キタコブシ

サワギキョウ

フデリンドウ

ヤナギトラノオ

ミヤマザクラ

イワブクロ

ホザキシモツケ

ナニワズ

ハマナス

コバギボウシ

フッキソウ

ハマハタザオ
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⑶　昆虫
○これまで確認された昆虫は約4,000種！

　過去の調査によって、ウトナイ湖とその周辺地域で確認された昆虫は約4,000種類に達しています。 特
に水

すいせい

生昆
こんちゅう

虫や地表をすみかとする甲
こうちゅう

虫の種類と数が多いことが注目されます。たとえばオサムシの仲間で
は、北海道にすむ16種類中13種、トンボ類では74種中39種がこの地域で発見されています。

⑷　魚類
　ウトナイ湖とその周辺に生息する魚類は、これまで30種類ほど確認されています。北海道の平地の沼な
どで普通に見られる種類が多く、その中にはエゾホトケドジョウなどの絶

ぜつめつ

滅危
き

惧
ぐ

種
しゅ

も含まれています。
　ウトナイ湖につながる河川ではサケの遡

そじょう

上も確認されています。明治時代には美
び び

々川
がわ

でサケ漁が行われて
おり、昭和に入るとふ化事業も始まっています（戦後間もなく終了）。当時の記録によれば、大量のサケが
遡上し、幻の大魚「イトウ」もウトナイ湖から流れ出る勇

ゆうふつがわ

払川に生息していたことが分かっています。
　ウトナイ湖や河川にはトゲウオの仲間やカジカの仲間など、目立たない小魚も多くすんでいます。一生を
淡
たんすい

水で暮らす魚もいますが、一生の一時期を海で暮らす魚も少なくありません。また、カジカやハゼの仲間
は水底、コイやトゲウオの仲間は中

ちゅうそう

層から表
ひょうそう

層を泳ぐなど、それぞれ好む環境ですみ分けています。
　近年、釣りなどの目的で放流されたナマズやコイ、ソウギョなど多くの外

がいらいしゅ

来種がウトナイ湖や美々川に定
てい

着
ちゃく

しています。さらに、ウトナイ湖は水
すい

位
い

低
てい

下
か

による水草の変化や、周辺の開発などの影響による水
すいしつ

質の悪
化が指摘されており、在

ざいらいしゅ

来種の影響が心配されています。

〇北方系と南方系、両方の種類が生息
　ウトナイ湖とその周辺の昆虫の最も重要な特徴は、北

ほっぽう

方系
けい

の昆虫と南
なんぽう

方系
けい

の昆虫の境界に位置し、両方
の種類が生息していることです。北方系の昆虫としては、北海道の特

とくさんしゅ

産種であるセスジアカガネオサムシ
や、ウトナイ湖に流入する河川沿いの湿地で確認されている希少種であるイイジマルリボシヤンマがいま
す。南方系の昆虫としては、南東部の砂丘が数少ない生息地となっているカワラハンミョウなどがいま
す。

〇昆虫は減少している？
　希

きしょうしゅ

少種あるいは分
ぶん

布
ぷ

上
じょう

の重要種が生息しているということは、ウトナイ湖とその周辺地域が沼、湿原、
草原、砂

さきゅう

丘、広
こうようじゅりん

葉樹林など変化に富
と

む多
た

様
よう

な環境を持つことを示しています。現在、ウトナイ湖とその周
辺に生息する昆虫は、環境の変化などで減少していると考えられています。特に乾燥化によって湿

し っ ち せ い

地性の
昆虫が減って、森林性の昆虫が増えてきている可能性があります。昆虫は多くの生き物のエサになるため
生
せいたいけい

態系で重要な役割を担っており、その変化は他の生き物への影響も懸
け

念
ねん

されます。

セスジアカガネオサムシ
Carabus maeander paludis　コウチュウ目オサムシ科

　日本では北海道にしかいない湿原を好むオサム
シ。ウトナイ湖周辺は道央で残された生息地です。
乾燥化により減少している可能性が指摘されていま
す。

所蔵：堀 繁久

カワラハンミョウ
Chaetodera laetescripta　コウチュウ目ハンミョウ科
（環境省：絶滅危惧ⅠB類、北海道：絶滅危惧Ⅱ類）

　ウトナイ湖の南東部にある砂丘に生息していま
す。近年、北海道全体でも生息地が減少しており、
ウトナイ湖の砂丘でも確認されることはほとんどな
くなってしまいました。

所蔵：堀 繁久

イイジマルリボシヤンマ
Aeshna subarctica subarctica　トンボ目ヤンマ科
（環境省：準絶滅危惧種、北海道：希少種）

　国内では北海道に分布しますが、生息地は限られ
ています。苫小牧市は本種の南限であり、ウトナイ
湖近くの湿地トキサタマップ湿原に生息していまし
たが、近年は確認されていません。

所蔵：堀 繁久

タガメ
　Kirkaldyia deyrolli　カメムシ目コオイムシ科
（環境省：絶滅危惧Ⅱ類、北海道：絶滅危急種）

　国内最大の水生昆虫。写真の標本は、ウトナイ湖
ではありませんが、周辺の湿地で採

さいしゅう

集された標本で
す。北海道での採集の記録は4例しかなく、展示し
た標本は、北海道にタガメがいたことを示す貴重な
標本です。

当館蔵

ヘイケボタル
　Luciola lateralis　コウチュウ目ホタル科

　北海道に生息するホタルで光るのは本種だけで
す。湿原を好み、30年ほど前の調査ではウトナイ湖
や美々川の各地で多く確認されていましたが、近年
は減少していると考えられています。

所蔵：堀 繁久

昭和 35 年（1960 年）に勇払川で釣られたイトウの魚拓
当館蔵

トミヨ属汽水型（トゲウオ科）

セスジイトトンボ ゴマシジミ ゲンゴロウの一種 ハナムグリの一種 ヨツボシトンボ

トキサタマップ湿原で採集された標本

ウトナイ湖の南東部砂丘で採集された標本

1979 年に苫小牧沼ノ端（右）、
1980 年に苫小牧市静川（左）で採集された標本
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⑸　ほ乳類
　北海道のほ乳類は、本州との間にある津

つ

軽
がる

海
かい

峡
きょう

を境界として、本州より南のほ乳類とは大きく異なってい
ます。その反面、北方のサハリンやシベリアのほ乳類と同じ種類のものが多くいます。ウトナイ湖とその周
辺のほ乳類について分かっていることは多くありませんが、コウモリ類を除いて記録されているほ乳類は
20種類に達しています。
　なかでもヒグマは、研究によってウトナイ湖周辺が生活のための重要な移動ルートであることが分かって
います。また、テンは本州からの外

がいらいしゅ

来種であるキテンが北海道の南西部から徐々に東へと進出し、ウトナイ
湖を含む石

いしかり

狩低
てい

地
ち

帯
たい

の西
せいえん

縁部
ぶ

に到達している可能性が示されています。
　食

しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

の上に位置するほ乳類の種類が多いことは、豊かな生態系が存在する証拠でもあります。森
しんりん

林
伐
ばっ

採
さい

や植林などで森林が単
たん

調
ちょう

化
か

すると、ほ乳類の種類も単純化することが分かっており、変化の兆
きざ

しを見
落とさないためにも、ほ乳類の調査研究の進

しんてん

展が望まれています。

　ヒグマは1996年に発
はっ

信
しん

機
き

をつけた調査によっ
て、ウトナイ湖周辺を往来する個体の行動が明らか
になっています。
　森林が広がっていた開拓初期、ヒグマはウトナイ
湖周辺を自由に行き来しており、開発が進んだ現在
は往来できなくなったと考えられていました。
ところが発信機を付けた「トラジロウ」と名付けら
れたヒグマは、樽前山からウトナイ湖周辺を経由し
て早

はやきた

来、穂
ほ

別
べつ

へと移動し、再び樽前山に戻って越冬
したのです。この間、ウトナイ湖近くの高速道路の
アンダーパスや国道36号線も横断していたトラジ
ロウは、この地域に残された連続する森林や灌

かんぼくりん

木林
を巧

たく

みに利用していました。ウトナイ湖周辺の森林
は、日

ひ

高
だか

と胆
い

振
ぶり

をつなぐヒグマの回
かいろう

廊（コリドーと
呼ばれる）として機能している可能性が示されたの
です。コリドーを残すということは、ヒグマが安全
に移動でき、人との無意味な遭

そうぐう

遇を減らすという意
味でも大変重要なことなのです。
　近年、ヒグマの行動や分布の変化が取りざたされ
ています。様々な要因が考えられますが、私たちの
知らないところでコリドーの破壊や分断が起こって
いないかについても、考える必要があります。

ウトナイ湖をヒグマが通った！胆振から日高への移動ルート

４．ウトナイ湖の問題
　ウトナイ湖を含む美

び び

々川
がわ

や勇
ゆうふつがわ

払川の周辺は、産業を発展させるために大規模な港
こうわん

湾や工業用地の造
ぞうせい

成が進
められてきた地域です。1968年からはじまった洪水対策や土地利用による川の工事のため、ウトナイ湖で
は1966年から1977年にかけて水

すい

位
い

が2.3mから1.6mまで急激に低下しました。その影響でハンノキ林の増加
と湿地を好む植物の減少、南東部砂

さきゅう

丘の環境の変化などが起きたと考えられています。
　ウトナイ湖の自然環境の保全と水位の低下を防ぐため、1998年にウトナイ湖から水が出ていくのをせき
止める「ウトナイ堰

ぜき

」が設置され、現在は2.0mほどの水位で維持されています。

　ウトナイ湖の湖
こ

岸
がん

では水位の低下によって乾
かんそう

燥化
か

が進んでいます。航空写真により1975年から2009年ま
での植物の変化を調べた研究によると、湿地の植物の激しい変化が明らかになりました。
　1960年代以前、湖岸にはヨシやスゲなどの草原、その背後にはエゾリンドウやヒオウギアヤメなど多く
の種類の植物が優

ゆうせん

占し、湿原の種の多様性や景観を高める高
こう

茎
けい

湿
しっせい

生草
そうげん

原と呼ばれる草原が広がっていまし
た。しかし、高茎湿生草原は34年の間に79.20％減少し、反対に少し乾いた土地に生えるハンノキとホザキ
シモツケの林は90.54ha増加しました。これらの変化は、水位の低下による乾燥化によって、ハンノキやホ
ザキシモツケが高茎湿生草原の植物たちを駆

く

逐
ちく

してしまった結果であると考えられています。植物の急激な
変化は2002年頃落ち着いたとみられますが、ホザキシモツケは今でも拡大を続けています。

エゾヤチネズミ エゾシマリス エゾシカ キタキツネ

ヒグマのはく製
（※トラジロウではありません）

 勇払川下流部の改修（1968 年～ 1978 年）
川が直線化され、幅も広げられた。

出典：国土地理院撮影の空撮写真に加筆

ウトナイ湖の水位の変化
北海道室蘭土木現業所（2007）

「美々川自然再生計画書～水環境と地域の共生に向けて～」より

ウトナイ堰の設置（1998 年）
ウトナイ湖から出ていく水量を調節している

提供：北海道胆振総合振興局室蘭建設管理部

1960 年代 現在
［太平洋］

［ウトナイ湖］

トラジロウの年ごとの行動圏と冬眠穴位置
青井俊樹（2005）「トラジロウのコリドーとその後」モーリー13号より

トラジロウの
行動圏
　　 96年
　　 97年
　　 98年
　　 99年
　　 96年-99年
　　 冬眠穴
　　 （96-99年）

　　 森林
　　 農地
　　 草原・湿地
　　 市街地

●ウトナイ湖
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　このようなウトナイ湖の湖岸の植生の変化によって、鳥類ではオオジュリンやホオアカといった草原性の
種類の減少と、キビタキやセンダイムシクイといった森林性の種類の増加が報告されており、他の生物にも
影響を与えていることが考えられています。
　また、ウトナイ湖に流入する美々川の水の硝

しょうさん

酸窒
ち っ そ

素イオン（水質の指
しひょう

標となる物質）の濃
のう

度
ど

は、平成13
年頃まで増加傾向でしたが、鶏

けいふん

糞の処理施設の運用開始によってその上昇はほぼ横ばいになりました。しか
し、依然として高い濃度になっています。さらに近年は、湧

ゆう

水
すい

量
りょう

の減少、クサヨシの拡大による開
かいほう

放水
すいめん

面の
減少など様々な問題が出てきています。

　ウトナイ湖は、美々川など流入する河川や地下水、湧き水など広範囲の多様な水環境によって成り立って
いる湖です。その周りは住宅地や農地も近く、空港や国道、鉄道も通っており、私たちの生活にも密接に関
わる場所です。ウトナイ湖の豊かな自然環境を未来に残せるのか、私たちのこれからの関わり方にかかって
います。

５．ウトナイ湖と周辺の歴史・出来事
明治～
　大正

・札幌新道（現在の国道36号）が開通。
・1878年 美々鹿肉缶詰製造所の操業（御前水）
・美々川周辺でマッチ軸木製造工場が多く建設される。
・ 林業の木材運搬。明治時代は箱舟でウトナイ沼を経て勇払川沼ノ端駅付近で陸揚げして運ぶ。大正時代になると、ウトナイ沼で陸揚げし、

沼ノ端まで馬鉄で運ぶ。
・昭和初期まで製炭が盛んになる。

年代 公共事業・行政の動き 年代 レジャー 年代 民間等の自然保護の動き
昭和 1958年 ウトナイ遊園地が開業

1959年 折居彪二郎、林野庁の依頼でウトナイ
湖の鳥獣の観察調査を行う

1960年 苫小牧市、ウトナイ湖ユースホステル
を開業
ウトナイ観光ホテルオープン

1960年 苫小牧郷土文化研究会が設立。ウトナ
イ湖でハクチョウ調査始まる

1961年 苫小牧市白鳥保護委員会が発足する

1964年 北海道、洪水対策のため勇払川の安平
川合流点から上流側の河川改修工事に
着手

1965年 ウトナイ湖が道設の鳥獣保護区に指定
される 1966年 苫小牧東高校生物部の生徒によるウト

ナイ湖の自然環境の調査が実施され、
1967年に「ウトナイト総合調査報告
書」を発行する
勇払川でアイヌの丸木舟が発見される

1969年 苫小牧東部大規模工業基地開発計画案
決定

1971年 苫小牧郷土文化研究会、美々・勇払川
流域調査を実施する

1972年 苫小牧自然保護協会設立

1974年 「苫小牧市自然環境保全条例」公布
苫小牧市自然環境保全審議会発足

1974年 ウトナイ湖や美々川周辺でゴルフ場の
開場が進む　以後、20年間ほど本格化

1977年 苫小牧市が「ウトナイ湖自然環境調査
報告書」を発行する

1978年 道央自動車道（千歳-苫小牧東）開通 1978年 ウトナイ湖南東部砂丘の調査が実施さ
れる（1979年、1988年にも実施）

1979年 日本野鳥の会苫小牧支部設立
1981年 国内初の野鳥の聖域「ウトナイ湖サン

クチュアリ」が開設
1982年 千歳川放水路計画が決定する

ウトナイ湖が国設（現在は国指定）鳥
獣保護区（特別保護地区）に指定され
る

1984年 日本野鳥の会は苫小牧市の委託により
「ウトナイ沼自然環境調査」を実施す
る

1985年 水産庁北海道さけ・ますふ化場千歳支
場は、ベニザケ稚魚の放流を美々川で
行う

1988年 新千歳空港開港
平成 1990年 「ゴルフ場開発事業に関する指導要

綱」策定
1991年 ウトナイ湖と周辺510haがラムサール

条約登録湿地に認定される
1994年 勇払川をトキサタマップ川と合流させ

てウトナイ湖へ流入させる切替工事を
実施（1997年に完了）
国指定鳥獣保護区指定期間の20年延長

1994年 （財）日本野鳥の会が「ウトナイ沼環
境保全基本計画検討調査報告書」を発
行する1995年 ウトナイレイクホテル閉鎖（旧ウトナ

イ観光ホテル）

1998年 ウトナイ堰の運用を開始する
1999年 千歳川放水路計画中止

苫小牧東部開発（株）経営破たん、株
式会社「苫東」設立

2002年 美々川自然再生事業開始
ウトナイ湖野生鳥獣保護センター開設

2005年 ウトナイ湖ユースホステル閉鎖

2006年 日本野鳥の会がウトナイ湖を含む勇払
原野の保全構想を策定
東アジア・オーストラリアフライウェ
イパートナーシップ参加

2009年 道の駅ウトナイ湖開設
2018年 苫小牧市「苫小牧国際リゾート構想」

を策定する 2019年 ウトナイ湖展望台設置

ウトナイ湖とその周辺の植生図

1975 年 2015 年

金井紀暁・矢部和夫・金子正美（2011）空中写真判読による1975年と2009年の間に起
こったウトナイ湖とその周辺地域の植生変動の解析.札幌市立大学研究論文集より

ウトナイ湖ユースホステル（昭和 30 年代）
提供：一耕社

ウトナイ湖でのボート遊び（昭和 30 ～ 40 年代）
提供：一耕社

オープン当初のウトナイ湖サンクチュアリネイチャーセ
ンター（昭和 50 年代）提供：一耕社
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展示資料リスト
Ⅰラムサール条約とウトナイ湖
展示品名 資料の種類 点数 所蔵・提供
キンクロハジロ（♂） 剥製 1 苫小牧市美術博物館
キンクロハジロ（♀） 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ホオジロガモ（♂） 剥製 1 苫小牧市美術博物館
カルガモ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ヒドリガモ（♂） 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ヒドリガモ（♀） 剥製 1 苫小牧市美術博物館
コガモ（♂） 剥製 1 苫小牧市美術博物館
コガモ（♀） 剥製 1 苫小牧市美術博物館
オジロワシ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
オオハクチョウ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
コハクチョウ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ウミウ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
オナガガモ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
アオサギ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
カワアイサ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
マガモ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
バン 剥製 1 苫小牧市美術博物館
アジサシ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ミコアイサ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
オオジシギ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ウミネコ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
クイナ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
カワセミ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
カイツブリ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
アカエリヒレアシシギ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
イカルチドリ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ヒバリシギ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
チゴハヤブサ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ミヤマカケス 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ハイタカ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
コミミズク 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ノスリ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
オオタカ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
トビ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ハシブトガラ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
シマセンニュウ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ベニマシコ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ヤマシギ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
コゲラ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
アリスイ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ヤブサメ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ビンズイ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
アオジ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
モズ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
アカハラ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
アカゲラ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
トラツグミ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
アオバト 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ツツドリ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
フクロウ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
オオワシ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
オオヒシクイ 剥製 1 苫小牧市美術博物館

マガン 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ラムサール条約湿地登録認定証 実物 1 苫小牧市秘書広報課
苫小牧市から北海道に向けた登録のための要望書 実物 1 苫小牧市美術博物館
ラムサール条約湿地登録記念誌 実物 1 苫小牧市美術博物館
登録記念式典のパンフレット 実物 1 苫小牧市美術博物館
登録を記念して作られた記念品 実物 3 苫小牧市美術博物館

Ⅱウトナイ湖の自然とその変化
展示品名 資料の種類 点数 所蔵・提供
炭化木 実物 1 苫小牧市美術博物館
樽前山噴火による火山灰（軽石） 実物 1 苫小牧市美術博物館
泥炭 実物 1 苫小牧市美術博物館
植　物
ヒツジグサ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ミクリ科の一種 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
コウホネ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
シンワスレナグサ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
エゾミソハギ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ミゾソバ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ツボスミレ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ヒオウギアヤメ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ノハナショウブ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
コバギボウシ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
アカネムグラ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
サワギキョウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
エゾキスゲ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ナガボノワレモコウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
エゾリンドウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
バッコヤナギ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ヤチヤナギ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ホザキシモツケ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ズミ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ハンノキ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
フッキソウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ナニワズ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ミヤマザクラ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
キタコブシ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ハナゴケ.sp 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ハナイカリ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ハマナス 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ハマハタザオ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
フクジュソウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
フデリンドウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
タチツボスミレ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ミツバツチグリ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
カンボク 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ハマエンドウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ツルウメモドキ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
カラコギカエデ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
センダイハギ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ノリウツギ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
エゾカワラナデシコ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
エゾスカシユリ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
エゾフウロ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
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ウツボグサ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
トモエソウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
クサレダマ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ナミキソウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
エゾノサワアザミ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ガガイモ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ツリガネニンジン 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ナワシロイチゴ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
カセンソウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
オトギリソウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
キツリフネ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ゲンノショウコ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ツリフネソウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
イヌゴマ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
キンミズヒキ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ネジバナ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ハンゴンソウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
クルマバナ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ユキザサ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
マイヅルソウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ハナニガナ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
エゾノカワラマツバ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
コウゾリナ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ノコギリソウ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ヒヨドリバナ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
オニユリ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
セリ科の一種 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
オトコエシ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ヤナギタンポポ 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
ユウゼンギク 乾燥 1 苫小牧市美術博物館
昆　虫
タガメ 標本 2 苫小牧市美術博物館
イイジマルリボシヤンマ 標本 2 堀繁久
セスジアカガネオサムシ 標本 4 堀繫久
カワラハンミョウ 標本 4 堀繫久
ヘイケボタル 標本 4 堀繫久
モンキマメゲンゴロウ 標本 5 苫小牧市美術博物館
コツブゲンゴロウ 標本 6 苫小牧市美術博物館
シマケシゲンゴロウ 標本 7 苫小牧市美術博物館
クロヒメゲンゴロウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ヒゲブトコツブゲンゴロウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ゲンゴロウモドキ 標本 2 苫小牧市美術博物館
ゲンゴロウ 標本 2 苫小牧市美術博物館
ガムシ 標本 2 苫小牧市美術博物館
クロマメゲンゴロウ 標本 5 苫小牧市美術博物館
キベリクロヒメゲンゴロウ 標本 8 苫小牧市美術博物館
ヒメゲンゴロウ 標本 19 苫小牧市美術博物館
アメンボの仲間 標本 32 苫小牧市美術博物館
ミズカマキリの仲間 標本 11 苫小牧市美術博物館
ミズスマシの仲間 標本 91 苫小牧市美術博物館
マツモムシの仲間 標本 24 苫小牧市美術博物館
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ダイコクコガネ 標本 7 苫小牧市美術博物館
サクラコガネ 標本 18 苫小牧市美術博物館
ヒメコガネ 標本 94 苫小牧市美術博物館
カミキリムシの仲間 標本 203 苫小牧市美術博物館
オオヤマトンボ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ギンヤンマ 標本 1 苫小牧市美術博物館
オオルリボシヤンマ 標本 1 苫小牧市美術博物館
コオニヤンマ 標本 1 苫小牧市美術博物館
アキアカネ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ノシメトンボ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ミヤマアカネ 標本 1 苫小牧市美術博物館
リスアカネ 標本 1 苫小牧市美術博物館
マユタテアカネ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ヨツボシトンボ 標本 1 苫小牧市美術博物館
コエゾトンボ 標本 1 苫小牧市美術博物館
エゾトンボ 標本 1 苫小牧市美術博物館
エゾアオイトトンボ 標本 1 苫小牧市美術博物館
シオカラトンボ 標本 1 苫小牧市美術博物館
シオヤトンボ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ニホンカワトンボ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ミヤマカラスアゲハ 標本 1 苫小牧市美術博物館
カラスアゲハ 標本 1 苫小牧市美術博物館
アゲハ 標本 2 苫小牧市美術博物館
キアゲハ 標本 2 苫小牧市美術博物館
ウスバシロチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
イチモンジチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
フタスジチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ヒメアカタテハ 標本 1 苫小牧市美術博物館
クジャクチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
コムラサキ 標本 1 苫小牧市美術博物館
アカマダラ 標本 1 苫小牧市美術博物館
サカハチチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
シータテハ 標本 1 苫小牧市美術博物館
キマダラモドキ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ジャノメチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ウラジャノメ 標本 1 苫小牧市美術博物館
シロオビヒメヒカゲ 標本 1 苫小牧市美術博物館
クロヒカゲ 標本 1 苫小牧市美術博物館
サトキマダラヒカゲ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ヤマキマダラヒカゲ 標本 1 苫小牧市美術博物館
コヒョウモン 標本 1 苫小牧市美術博物館
ヒョウモンチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館

ウラギンスジヒョウモン 標本 1 苫小牧市美術博物館
オオウラギンスジヒョウモン 標本 1 苫小牧市美術博物館
メスグロヒョウモン 標本 1 苫小牧市美術博物館
ミドリヒョウモン 標本 1 苫小牧市美術博物館
ギンボシヒョウモン 標本 1 苫小牧市美術博物館
ウラギンヒョウモン 標本 1 苫小牧市美術博物館
アイノミドリシジミ 標本 4 苫小牧市美術博物館
エゾミドリシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ジョウザンミドリシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
オオミドリシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ミドリシジミ 標本 2 苫小牧市美術博物館
ハヤシミドリシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ルリシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ヒメシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ツバメシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
トラフシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
コツバメ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ウラゴマダラシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
アカシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ベニシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ミズイロオナガシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ウラキンシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
カラスシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ゴイシシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ゴマシジミ 標本 1 苫小牧市美術博物館
スジグロシロチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
エゾスジグロシロチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
モンシロチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
オオモンシロチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ツマキチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
ヒメシロチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
エゾシロチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
モンキチョウ 標本 1 苫小牧市美術博物館
魚　類
ベニザケ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
イトウの魚拓 実物 1 苫小牧市美術博物館
モツゴ 樹脂封入 1 CISEネットワーク
フクドジョウ 樹脂封入 1 CISEネットワーク
ハナカジカ 樹脂封入 1 CISEネットワーク
エゾトミヨ 樹脂封入 1 CISEネットワーク
トミヨ属汽水型 樹脂封入 1 CISEネットワーク
スナヤツメ 樹脂封入 1 CISEネットワーク
両生類・は虫類
ニホンマムシ 模型 1 苫小牧市美術博物館
エゾアカガエル 模型 1 苫小牧市美術博物館
エゾサンショウウオ 模型 1 苫小牧市美術博物館
ほ乳類
トガリネズミの一種 剥製 1 苫小牧市美術博物館
キタイイズナ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
エゾヤチネズミ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
エゾアカネズミ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
エゾモモンガ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
エゾシマリス 剥製 1 苫小牧市美術博物館
エゾリス 剥製 1 苫小牧市美術博物館
キタキツネ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
エゾユキウサギ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ホンドイタチ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ホンドテン（キテン） 剥製 1 苫小牧市美術博物館
エゾクロテン 剥製 1 苫小牧市美術博物館
エゾタヌキ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
エゾヒグマ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
エゾシカ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
鳥　類
ホオアカ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
ノゴマ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
シマセンニュウ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
キビタキ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
センダイムシクイ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
キバシリ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
クロツグミ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
オオジシギ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
シマアオジ 剥製 3 北海道大学植物園・博物館
アカモズ 剥製 1 北海道大学植物園・博物館
チュウヒ 剥製 1 苫小牧市美術博物館
タンチョウ 剥製 1 苫小牧市美術博物館

Ⅲウトナイ湖と人の関わり
展示品名 資料の種類 点数 所蔵・提供

ウトナイ湖を題材とした曲のレコード（歌：若原一郎） 実物 1 苫小牧市美術博物館
ウトナイ観光ホテルのパンフレット 実物 1 苫小牧市美術博物館
ウトナイ観光ホテルのポスター 実物 1 苫小牧市美術博物館
ウトナイ観光ホテルのコップ 実物 3 苫小牧市美術博物館
ウトナイ観光ホテルのお土産品（将棋の駒の形） 実物 1 苫小牧市美術博物館
ウトナイ湖生ラーメンの注文票 実物 1 (公財)日本野鳥の会ウトナイ湖サンクチュアリ
ウトナイ湖サンクチュアリのステッカー 実物 3 (公財)日本野鳥の会ウトナイ湖サンクチュアリ
ウトナイ湖サンクチュアリオープン記念のステッカー 実物 2 (公財)日本野鳥の会ウトナイ湖サンクチュアリ
ウトナイだより　№1 実物 1 (公財)日本野鳥の会ウトナイ湖サンクチュアリ
ウトナイ湖サンクチュアリの建設予定模型の写真 実物 1 (公財)日本野鳥の会ウトナイ湖サンクチュアリ
バードサンクチュアリ寄付呼びかけポスター 実物 1 (公財)日本野鳥の会ウトナイ湖サンクチュアリ

展示品名 資料の種類 点数 所蔵・提供 展示品名 資料の種類 点数 所蔵・提供

展示品名 資料の種類 点数 所蔵・提供※展示した生物の資料はウトナイ湖で確認されていない種類も含みます。
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展示風景

ウトナイ湖を訪れる渡り鳥の展示

植物の立体乾燥標本

第１展示室全景 ウトナイレイクホテルゆかりの資料

昆虫や魚類などを紹介したコーナー

第２展示室エントランス

ガンの大群の動画 ウトナイ湖の歴史をたどる展示

希少な昆虫の標本



本展の開催および本報告書の執筆にあたり、下記の各機関ならびに各位よりご協力を賜りました。ここに 
厚く御礼申し上げます。

●協力機関
一耕社、ウトナイ湖野生鳥獣保護センター、紙の街の小さな新聞社ひらく、公益財団法人日本野鳥の会 
ウトナイ湖サンクチュアリ、ダジック・チーム（京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻地球科学輻
合部）、北海道胆振総合振興局室蘭建設管理部、北海道大学植物園・博物館、北海道博物館、CISEネッ
トワーク

●協力者
青井俊樹、安西英明、大泉博嗣、大畑孝二、小玉愛子、新沼友啓、堀繁久、矢部和夫、横山透

（敬称略、50音順）
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主　　　催　　苫小牧市美術博物館

協　　　力　　公益財団法人日本野鳥の会 ウトナイ湖サンクチュアリ、

　　　　　　　北海道大学植物園・博物館、北海道博物館、

　　　　　　　CISEネットワーク

後　　　援　　苫小牧信用金庫、北海道新聞苫小牧支社、

　　　　　　　株式会社苫小牧民報社、株式会社三星、

　　　　　　　北海道胆振総合振興局室蘭建設管理部

印　　　刷　　有限会社ダイシン印刷
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企画・発行　　苫小牧市美術博物館（北海道苫小牧市末広町3-9-7）
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